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今
流
行
り
の
海
洋
性
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
川
で
の

体
験
の
前
に
、
ま
ず
は
乗
る
こ

と
に
慣
れ
て
い
た
だ
く
た
め
、

大
プ
ー
ル
を
会
場
と
し
て
行
い

ま
し
た
。大
プ
ー
ル
で
は
、五
～

六
艇
を
浮
か
べ
る
の
が
限
界
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
一
回
ご
と

七
月
一
六
日
（
土
）・
一
七
日

（
日
）
の
午
前
中
と
、
三
〇
日

（
土
）・
三
一
日
（
日
）
の
夜
、
Ｂ

＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
に
て
Ｓ
Ｕ

Ｐ
（
ス
タ
ン
ド
ア
ッ
プ
パ
ド
ル

ボ
ー
ド
）
の
体
験
会
を
行
い
ま

し
た
。

八
月
二
七
日
（
土
）
に
は
、い

よ
い
よ
川
に
飛
び
出
し
て
の
体

験
会
を
行
い
ま
す
。
参
加
を
申

し
込
ま
れ
て
い
る
方
は
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

の
参
加
者
を
少
な
く
し
、
複
数

回
開
催
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
方
々
は
、
皆
さ
ん

一
様
に
Ｓ
Ｕ
Ｐ
初
体
験
で
、
乗

艇
し
て
か
ら
し
ば
ら
く
は
、
お

っ
か
な
び
っ
く
り
と
い
っ
た
様

子
で
し
た
。
徐
々
に
慣
れ
て
い

き
、
最
後
に
は
ほ
と
ん
ど
の
方

が
立
ち
上
が
っ
て
Ｓ
Ｕ
Ｐ
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

⃝

陶
芸
教
室

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
陶
芸
作
品
を

創
作
し
ま
す
。

　
第
九
回
　
九
月
一
五
日（
木
）

　
第
十
回
　
　
　
二
二
日（
木
）

★
園
芸
教
室

季
節
の
植
物
を
使
っ
て
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
の
基
礎
を
学
び
ま

す
。

　
第
四
回
　
九
月
一
〇
日（
土
）

★
絵
手
紙
教
室

各
々
好
き
な
物
を
モ
チ
ー
フ

に
絵
手
紙
を
作
り
ま
す
。

　
第
三
回
　
九
月
　
三
日（
土
）

★
地
域
未
来
塾（
中
学
生
）

信
州
大
学
生
を
講
師
に
そ
れ

ぞ
れ
好
き
な
科
目
を
学
習
し

ま
す
。

　
第
一
四
回
九
月
　
三
日（
土
）

　
第
一
五
回
　
　
一
〇
日（
土
）

　
第
一
六
回
　
　
一
七
日（
土
）

　
第
一
七
回
　
　
二
四
日（
土
）

⃝

い
く
さ
か
通
学
合
宿

四
年
生
～
六
年
生
の
希
望
者

が
、
小
学
校
へ
通
学
し
な
が

ら
三
泊
四
日
の
合
宿
を
行

い
、み
ん
な
で
、食
事
を
作
っ

た
り
、
お
風
呂
に
入
っ
た
り

し
て
団
体
生
活
を
送
り
ま

す
。

日
時
：
九
月
七
日
（
水
）

　
　
　
　
～
一
〇
日
（
土
）

宿
泊
：
高
津
屋
森
林
公
園

九
月 

公
民
館
教
室

生
坂
村

生
坂
村

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
ク
ラ
ブ

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
ク
ラ
ブ

「「
Ｓ
Ｕ
Ｐ
体
験
会
」
開
催

Ｓ
Ｕ
Ｐ
体
験
会
」
開
催

★
印
の
教
室
は
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
希
望
す

る
方
は
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー（
六
九-

二
五
〇
〇
）ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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ま
た
、六
月
二
三
日
（
木
）
か

ら
七
月
九
日（
土
）ま
で
期
日
前

投
票
所
が
生
坂
村
民
会
館
で
開

設
さ
れ
五
一
二
名
（
前
回
参
議

院
通
常
選
挙
よ
り
二
二
名
増
）

の
有
権
者
が
期
日
前
投
票
を
し

ま
し
た
。

今
回
の
投
票
結
果
に
つ
い
て

は
次
の
と
お
り
で
す
。 

第
二
六
回
参
議
院
議
員
通
常

選
挙
が
七
月
一
〇
日
に
執
行
さ

れ
、村
内
三
カ
所
の
投
票
所
で
午

前
七
時
か
ら
投
票
が
始
ま
り
、

午
後
七
時
の
投
票
締
め
切
り
の

後
、即
日
開
票
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
参
議
院
議
員
通
常
選

挙
は
六
月
二
二
日（
水
）に
公
示

さ
れ
、
全
国
各
地
で
選
挙
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

任
期
満
了
に
伴
う
長
野
県
知

事
選
挙
が
八
月
七
日（
日
）に
執

行
さ
れ
、即
日
開
票
に
よ
り
、現

職
の
阿
部
守
一
氏
が
四
選
を
果

た
し
ま
し
た
。

今
回
の
長
野
県
知
事
選
挙

は
、七
月
二
一
日
（
木
）
に
告
示

さ
れ
、
三
人
の
候
補
者
が
立
候

補
し
連
日
の
猛
暑
の
中
、
選
挙

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
七
月
二
二
日（
金
）か
ら

八
月
六
日（
土
）ま
で
期
日
前
投

票
所
が
生
坂
村
民
会
館
で
開
設

さ
れ
四
四
四
名
の
有
権
者
が
期

日
前
投
票
を
行
い
ま
し
た
。

比例代表選出議員選挙  開票結果

政党名 得票数

参 政 党 026

れ い わ 新 選 組 042

自 由 民 主 党 333

Ｎ Ｈ Ｋ 党 017

社 会 民 主 党 019

公 明 党 171

立 憲 民 主 党 171.311

日 本 維 新 の 会 076

新 党 く に も り 000

幸 福 実 現 党 005

維新政党・新風 000

日 本 第 一 党 002

ご ぼ う の 党 004

国 民 民 主 党 020.688

日 本 共 産 党 066

有効投票数　　953

無効投票数　　037

投票結果

当日の
有権者数

選挙区・比例

投票者数 投票率

男 737 505 68.52

女 741 485 65.45

計 1478 990 66.98

投票結果

当日の
有権者数

投票者数 投票率

男 734 421 57.36

女 744 415 55.78

計 1,478 836 56.56

開票結果

候補者名 得票数

草 間　 し げ お 8

金 井　 忠 一 58

あ べ　 守 一 765

有効投票数　　831

無効投票数　　005

令和4年7月10日執行令和4年7月10日執行

第26回第26回
参議院議員通常選挙参議院議員通常選挙

令和４年８月７日執行令和４年８月７日執行

長野県知事選挙長野県知事選挙

長野県選出議員選挙  開票結果

候補者名 得票数

松 山　 三 四 六 448

手 塚　 大　 輔 106

サルサ　岩　渕 023

秋 山 よしはる 024

日 高　 ち　 ほ 013

杉 尾　 ひ で や 349

有効投票数　　963

無効投票数　　027
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三
年
生
に
な
る
と
、一
、二
年

生
に
は
な
い
理
科
と
社
会
が
始

ま
り
ま
す
。「
私
た
ち
の
村
の
仕

事
」と
い
う
内
容
で
は
、生
坂
村

の
ぶ
ど
う
農
家
の
仕
事
を
題
材

に
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
本
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
ぶ
ど
う
に
つ
い
て
調

べ
、ぶ
ど
う
農
家
の
一
年
に
つ
い

て
学
ん
だ
後
、
実
際
に
ぶ
ど
う

農
家
へ
見
学
に
行
き
ま
し
た
。

七
月
一
三
日
は
、
た
き
ざ
わ

農
園
で
社
会
見
学
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

が
社
会
見
学
で
気
づ
い
た
こ
と

を
ま
と
め
ま
し
た
。

ナ
ガ
ノ
パ
ー
プ
ル
を
育
て
る

の
が
難
し
い
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。皮
が
薄
い
た
め
、わ
れ
た

ぶ
ど
う
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ

く
わ
し
く
な
り
ま
し
た
。
畑
の

広
さ
や
ぶ
ど
う
の
し
ゅ
る
い
、ふ

く
ろ
が
け
に
つ
い
て
知
る
こ
と

が
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

�

小こ
ま
つ松

　恋れ

み翠

巨
峰
は
、
最
初
は
緑
色
を
し

て
い
ま
し
た
。
ぶ
ど
う
が
雨
に

当
た
る
と
病
気
に
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
に
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
袋
が
け
と
巨
峰
の
木
を
さ

わ
っ
た
こ
と
が
心
に
残
っ
て
い

ま
す
。�

皿さ
ら
い井

　夕ゆ
う
こ子

ぶ
ど
う
農
家
さ
ん
は
、
今
の

時
期（
七
月
こ
ろ
）が
大
変
な
季

節
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ

た
。
休
め
な
い
の
で
大
変
そ
う

り
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
り
や
す
い
の

で
注
意
し
て
育
て
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
ら
で
す
。

�
伊い

と
う藤

　伯は
く

ぶ
ど
う
農
園
の
見
学
を
さ
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
お
い
し
い

ぶ
ど
う
が
と
れ
る
よ
う
に
な
る

ま
で
五
年
く
ら
い
か
か
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
ぶ
ど
う
の

見
学
に
い
け
て
と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。

�

甲か
い
ざ
わ
斐
澤
　翔

し
ょ
う

ぶ
ど
う
農
園
は
と
て
も
広
か

っ
た
で
す
。
一
万
平
方
メ
ー
ト

ル
も
あ
っ
て
す
ご
い
と
思
い
ま

し
た
。
袋
が
け
が
で
き
て
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。

�

腰こ
し
は
ら原

　俊
し
ゅ
ん
す
け輔

だ
と
思
っ
た
。
ぶ
ど
う
を
食
べ

ら
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

�

曽そ
ね
は
ら

根
原

　絢
し
ゅ
ん
ぺ
い平

巨
峰
の
木
は
、三
〇
歳
以
上

の
木
も
あ
る
こ
と
に
驚
い
た
。

袋
が
け
が
で
き
て
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。袋
が
け
の
説
明
も
と
っ

て
も
わ
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。

�

瀧た
き
ざ
わ澤

　奈な

な南

一
番
心
に
残
っ
て
い
る
の

は
、ぶ
ど
う
の
袋
が
け
で
す
。袋

が
け
の
袋
に
つ
い
て
い
る
は
り

が
ね
を
、
き
つ
く
ま
か
な
い
と

い
け
ま
せ
ん
。大
変
で
し
た
。さ

い
ご
の
ナ
ガ
ノ
パ
ー
プ
ル
も
お

い
し
か
っ
た
で
す
。

�

中な
か
や
ま山

　愛え

り梨

ぶ
ど
う
は
、
た
く
さ
ん
の
種

類
が
あ
る
。
た
き
ざ
わ
農
園
に

は
一
二
種
類
の
ぶ
ど
う
が
あ

る
。
袋
が
け
は
ブ
ド
ウ
を
守
る

た
め
に
あ
る
こ
と
も
分
か
っ

た
。
い
ろ
い
ろ
わ
か
っ
て
楽
し

か
っ
た
で
す
。

�

濵は
ま
の野

　奏
か
な
で

ふ
く
ろ
が
け
が
楽
し
か
っ
た

で
す
。
は
じ
め
て
の
ぶ
ど
う
農

園
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

�

丸ま
る
や
ま山

　颯は
や
と翔

袋
が
け
が
と
っ
て
も
楽
し
か

っ
た
で
す
。袋
が
け
は
、雨
か
ら

ぶ
ど
う
を
守
る
だ
け
で
は
な
く

て
、虫
・
鳥
・
野
生
動
物
か
ら
も

ぶ
ど
う
を
守
る
た
め
に
や
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

�

森も
り
や
ま山

　灯あ
か
り里

ブ
ド
ウ
の
試
食
が
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。袋
が
け
に
つ
い
て

の
こ
と
や
、ハ
ウ
ス
の
こ
と
に
つ

い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

�

門も
ん
ま馬

　蛍け
い

３年生
初めての社会科見学
《ぶどう園へ》

小学校だより
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合同バンドでの演奏は大変だった分、学ぶことの多い貴重な

経験をさせていただきました。感謝の を忘れず、感動の

きで、ステージをおもいきり しみたいと思います。 
（主顧問：窪田利紀子） 

令和４年度生坂中学校 吹奏楽部 今年度の活動目標

部長 ３年 森野 恵音 最後の部活動にな

るので悔いの残らない楽しい演奏をしたい。一緒

に演奏する仲間とお互いに意見を出し合い、心を

一つに最高の演奏をして聴いてくださる人に響く

ような音楽を届けたい。

全員で協力して一つの音楽を作り上げる。

副部長 ３年 市川 莉子 最後の大会、か

しわ祭で今まで 番全力で楽しめるように演奏、

練習はもちろん、提出物などの日常生活の苦手な

こともできるようになって最高の笑顔で最後の演

奏を終われるようにする。

２年 藤澤 琴羽 ソロの演奏も吹部全体の

演奏もあるので、肩に力を入れず、ホルンのやわら

かな、きれいな音を出せるようにしたいです。楽し

く吹きたいです。

３年 大総ひなの 本当に悔いの残らない

４，５ヶ月にしたいです。自分の大好きなクラリネ

ットをめっちゃ楽しく吹きたいです。部員全員で

最高の思い出を！！

２年 平林 翼紗 かっこよく演奏して目立

てるように頑張る。

１年 五十嵐 拓実 先輩たちの姿を手本に

してキレイでカッコいい演奏を組み立てていける

ようにする。

２年 日岐 愛美 今まで教えてもらったこ

とを 年生に教えられるようにしたい。大きな音

で吹けるようにして、楽しんで演奏できるように

練習する。

３年 滝沢 京香 譜読みが苦手なので早

く覚えていきたいです。最後の大会なので全力で

やって楽しく演奏したいです。「心・響・楽」を大

切にしてやっていきたいです。

１年 市川 結唯 今年、人生で初めて楽器を

吹きます。この一年間は先輩たちの背中をよく見

て教えをこい、たくさんのことを学び少しずつ吹

けるようになっていこうと思います。

１年 亀井 美濃 基礎や指使いをしっかり

覚えて、楽譜に書いてある記号等の通りに演奏で

きるようにする。

２年 荻村 巧大 自分の弱い所を早く受け

止め、早くなおしていく。そのために先生や友だち

と協力していく。弱々しい自分を抜けだし、堂々と

した自分になる。

１年 腰原 桜 バスクラリネットを吹くこと

になったので自分が楽しく吹くために、いろんな

練習をして特訓したいと思います。

３年 髙木詩桜莉 最後の１年なので全力で

楽しみたいし、メリハリのある最高の 年にした

い。後輩たちにもたくさんのことを教えたいです。

１年 中山 愛唯 学んだことを精一杯生か

しながら、仲間と一緒に楽しく足手まといになら

ないようにしたい。これは口にするだけではなく

本当のことにする。

１年 平林 杏奈 演奏で吹けるところをど

んどん増やして全員で演奏したいし、全体練で見

つけた自分ができていない所を何回も細かく練習

したいです。全員の目標の東海大会に絶対行ける

ように、たくさん吹いて思いがこもった曲にした

いです。

１年 櫻田ひかり 楽譜を一人で読めるよう

にして、来年、教えられるようにする。できること

を増やして 回中 回できるようにする。先輩た

ちをよく見て、たくさん質問したい。

１年 森野 晃如 わからないことがいっぱ

いあると思うので先輩たちに聞きたいし、心を一

つにして楽しく先輩たちの目標に応えられるよう

に練習して最高の思い出にしたい。

～21人の心を一つに 響け生坂の音楽魂を～

心 響

楽

中学校だより
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ゲームを取り入れて参加者の心をほぐす

前編

事業計画の作成を真剣勝負で検討する

村の魅力を再考し、掘り起こした地域資源を基に商品開発の流れを学ぶワークショップ『いくさか未来
スクール』を全４回の日程で開講しました。音楽家やデザイナー、経営者といった多彩な4名の講師陣を
招き、村の資源をヒット商品として打ち出すプロセスやデザイン手法を学びました。今号では第1回目・
第２回目の振り返りをお届けします。

「生坂村からヒット商品を生み出せ！」ということで、一番のヒット商
品は「もの」や「こと」で良く、生坂村は豊かな自然や自然エネルギー
が豊富。生坂の魅力をキャッチ＆リリースしていこうと第1回目がス
タート。「子供の頃、何をして遊んでいましたか？」「生坂村の“50年
後”はこうなっていてほしい！」「私だけが知る“生坂村の自慢”はあり
ますか？」のアンケートから村の魅力を掘り起こし、次いで限られた
アイテムでピンチを回避するゲームを行い、頭が活性化した頃に、生
坂村からヒット商品を生み出せということで、各グループで生坂村
の「推し」を３つ選んで発表しました。

メジャーリーグで大活躍中の大谷翔平選手が高校生の時に作成し
た「マンダラート」。第2回目はこの手法を用いて目標設定から実現
までのプロセスを明確化し、マンダラートをもとに簡易的な事業計
画（売り上げ目標など）を立てることで、事業としての採算性を図り
ました。ゲームや音楽などを取り入れて和やかな雰囲気で進んだ
1回目とはまた雰囲気が変わり、ペンを走らす参加者の真剣な眼差
しが印象的でした。最終的には３つの事業計画を残し、次回のデザ
インへとバトンを繋ぎました。
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スクール』を全４回の日程で開講しました。音楽家やデザイナー、経営者といった多彩な4名の講師陣を
招き、村の資源をヒット商品として打ち出すプロセスやデザイン手法を学びました。今号では第1回目・
第２回目の振り返りをお届けします。

「生坂村からヒット商品を生み出せ！」ということで、一番のヒット商
品は「もの」や「こと」で良く、生坂村は豊かな自然や自然エネルギー
が豊富。生坂の魅力をキャッチ＆リリースしていこうと第1回目がス
タート。「子供の頃、何をして遊んでいましたか？」「生坂村の“50年
後”はこうなっていてほしい！」「私だけが知る“生坂村の自慢”はあり
ますか？」のアンケートから村の魅力を掘り起こし、次いで限られた
アイテムでピンチを回避するゲームを行い、頭が活性化した頃に、生
坂村からヒット商品を生み出せということで、各グループで生坂村
の「推し」を３つ選んで発表しました。

メジャーリーグで大活躍中の大谷翔平選手が高校生の時に作成し
た「マンダラート」。第2回目はこの手法を用いて目標設定から実現
までのプロセスを明確化し、マンダラートをもとに簡易的な事業計
画（売り上げ目標など）を立てることで、事業としての採算性を図り
ました。ゲームや音楽などを取り入れて和やかな雰囲気で進んだ
1回目とはまた雰囲気が変わり、ペンを走らす参加者の真剣な眼差
しが印象的でした。最終的には３つの事業計画を残し、次回のデザ
インへとバトンを繋ぎました。

7



五
月
か
ら
開
講
し
た
「
い
く

さ
か
未
来
ス
ク
ー
ル
」は
、七
月

二
日
（
土
）
に
最
終
回
を
迎
え
、

閉
講
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
講
座
で
は
、村
に

関
す
る
題
材
と
し
て
、
犀
龍
小

太
郎
伝
説
、
癒
し
の
森
を
テ
ー

マ
に
し
た
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
や
田

舎
体
験
、
旧
丸
山
牧
場
の
キ
ャ

ン
プ
等
を
取
り
上
げ
て
、
企
画

や
商
品
化
、プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

手
法
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。

第
三
回
の
講
座
は
、六
月
一
八

日（
土
）に
開
催
さ
れ
、
九
名
の

方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
師
は
、
松
本
市
在
住
の
デ

ザ
イ
ナ
ー
で
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

第
四
回
目
の
七
月
二
日（
土
）

の
講
師
は
、
テ
レ
ビ
番
組
や

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
、
Ｃ
Ｍ

等
の
動
画
を
手
掛
け
る
松
本
市

出
身
の
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

の
清
水
貴
栄
さ
ん
に
務
め
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

最
終
回
と
な
る
こ
の
回
は
、

一
三
名
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

ず
ば
り
「
一
五
秒
Ｃ
Ｍ
を
つ

く
っ
て
み
よ
う
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
、
作
業
を
行
っ
て
も
ら
い

ま
し
た
。

Ｃ
Ｍ
は
、
清
水
さ
ん
が
講
座

の
題
材
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
風

景
や
イ
メ
ー
ジ
動
画
、
第
三
回

講
師
の
太
田
さ
ん
が
作
成
し
た

デ
ザ
イ
ン
や
ロ
ゴ
を
用
い
て
、

事
前
に
編
集
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

タ
ー
の
太
田
真
紀
さ
ん
に
、
ご

登
壇
い
た
だ
き
ま
し
た
。
第
三

回
の
講
座
で
は
、
議
題
の
イ

メ
ー
ジ
を
具
現
化
す
る
手
法
と

し
て
、
関
連
し
た
テ
ー
マ
の
写

真
や
デ
ザ
イ
ン
、
ロ
ゴ
等
の
切

り
抜
き
を
一
つ
の
ボ
ー
ド
に
張

り
付
け
る
ム
ー
ド
ボ
ー
ド
を
作

成
し
ま
し
た
。

講
座
の
ま
と
め
は
、
作
成
し

た
ボ
ー
ド
を
用
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
発
表
を
行
い
、
言
葉
で
は
伝

え
づ
ら
い
イ
メ
ー
ジ
を
視
覚
化

し
て
、
そ
の
企
画
や
商
品
の
コ

ン
セ
プ
ト
が
持
つ
雰
囲
気
を
参

加
者
に
伝
え
る
表
現
技
法
を
学

び
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
清
水
さ
ん
の
Ｃ

Ｍ
を
テ
キ
ス
ト
に
、
内
容
の
構

成
、セ
リ
フ
等
を
考
え
て
、ア
テ

レ
コ
し
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
、
参
加
者
で
作

成
し
た
Ｃ
Ｍ
は
、
講
座
時
間
内

で
は
編
集
の
都
合
上
、
一
つ
し

か
発
表
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
Ｃ
Ｍ
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

動
画
を
作
る
作
業
の
プ
ロ
セ
ス

は
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
「
い
く
さ
か
未
来
ス

ク
ー
ル
」
は
各
業
界
の
エ
キ
ス

パ
ー
ト
の
皆
さ
ん
が
講
師
と
な

り
、
村
に
あ
る
題
材
を
色
々
な

角
度
か
ら
、
様
々
な
手
法
で
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
く
形
式

の
講
義
と
し
て
、
村
で
も
初
の

試
み
で
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
、
四
回
の
講
座
の
累
計

で
四
七
名
が
ご
参
加
い
た
だ

き
、皆
さ
ん
、自
主
的
に
真
剣
に

講
義
に
向
き
合
っ
て
い
た
だ
く

姿
勢
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
受
講
内
容
を
生
か
し

て
、そ
れ
ぞ
れ
皆
さ
ん
が
、身
近

な
地
域
で
の
課
題
解
決
や
、
村

を
考
え
る
新
た
な
き
っ
か
け
に

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
何
よ
り
で

あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
講
座
の
継
続
や
リ
ー

ダ
ー
育
成
と
し
て
の
次
の
事
業

展
開
は
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

伺
い
な
が
ら
、今
後
、村
で
検
討

し
て
い
き
ま
す
が
、
こ
の
よ
う

な
機
会
の
な
か
で
、
き
っ
と
、

「
元
気
な
生
坂
村
」と
い
う
大
き

な
ヒ
ッ
ト
商
品
が
今
後
生
ま
れ

て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

い
く
さ
か
未
来
ス
ク
ー
ル
閉
講

い
く
さ
か
未
来
ス
ク
ー
ル
閉
講
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生
坂
村
絆
づ
く
り
支
援
金

は
、
地
域
の
振
興
や
活
性
化
等

を
図
る
た
め
、
地
区
や
団
体
等

が
創
意
工
夫
し
自
主
的
に
企
画

し
た
協
働
に
よ
り
行
わ
れ
る
事

業
に
対
し
、
支
援
金
の
交
付
を

行
う
村
独
自
の
制
度
で
す
。

　
今
年
度
は
、
申
込
期
限
の
六

月
末
ま
で
に
六
団
体
・
六
事
業

の
申
請
が
あ
り
、
七
月
一
一
日

（
月
）
に
選
定
委
員
会
を
開
催

し
、
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
選
定
委
員
会
で
は
、
申
請
団

体
の
代
表
者
等
が
出
席
し
、
事

業
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
選

定
委
員
が
、
申
請
事
業
の
公
益

性
、発
展
性
・
協
働
性
、具
体
性
・

有
効
性
、
独
自
性
を
総
合
的
に

評
価
し
た

結
果
、
六

事
業
、
支

援
金
総
額

一
一
七
万

円
が
採
択

と
な
り
ま

し
た
。

■
ご
家
庭
で
不
要
と
な
っ
た
本

の
提
供
を
お
願
い
し
ま
す

一
〇
月
一
五
日（
土
）一
六
日

（
日
）に
開
催
す
る
予
定
で
あ
っ

た「
赤
と
ん
ぼ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」中
止
を
受
け
て
、今
年
度
は

図
書
室
単
独
で
、一
〇
月
一
五
日

（
土
）に
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

体
育
館
に
て『
古
本
市
』を
開
催

し
ま
す
。
図
書
室
で
不
要
と
な

っ
た
本
や
、提
供
さ
れ
た
本
な
ど

を
、
ご
来
場
の
皆
様
に
無
料
で

提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

古
本
市
に
ご
提
供
い
た
だ
け

る
、
ご
家
庭
で
不
要
と
な
っ
た

本
（
単
行
本
・
文
庫
・
雑
誌
）
の

提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
傷
み
や
汚
れ
が
ひ
ど
い
も

の
、
内
容
的
に
古
す
ぎ
る
も
の

は
受
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。）

※
回
収
方
法
＝
図
書
室
カ
ウ
ン

タ
ー
前
に
、
箱
を
置
い
て
お

き
ま
す
の
で
、
職
員
に
一
言

お
声
が
け
の
上
、
入
れ
て
く

だ
さ
い
。古
本
市
当
日
も
、会

場
に
て
受
け
付
け
ま
す
。

※
回
収
期
間
＝
八
月
三
〇
日

（
火
）か
ら
九
月
二
〇
日（
火
）

ま
で

き
ま
し
ょ！

図
書
室

令
和
四
年
度

　生
坂
村
絆
づ
く
り
支
援
金
六
事
業
を
採
択

令和4年度生坂村絆づくり支援金採択事業一覧表

申請団体 事業名 事業内容 総事業費
（千円）

支援金
交付決定額
（千円）

1 大日向にんにく
生産組合 ニンニクまんパワーアップ事業 ・ニンニクの掘取り作業用機械の購入 185 129

2 牛沢常会 牛沢公民館雪害修理事業 ・牛沢公民館の屋根補修及び支障木の一部
伐採 314 219

3 上生坂原観音堂
保存会 観音堂修繕工事

・お堂入口建具調整
・ご来場用階段設置
・正面壁漆喰補修及び濡れ縁一部張替
・北側窓下壁補修

385 269

4 生坂ハチクの会 ハチク旋風「生坂　春一番」
美味いもシリーズ

・総合パンフレットの修正
　（竹の子からハチク名称へ）
・商品ラベル名称変更
　（竹の子からハチク名称へ）
・ナイロンポリ袋　バリアTLタイプへ

216 151

5 Good Wood Daddy こなもん倶楽部共同による
ピザ窯新設

・こなもん倶楽部内にピザ窯を新設
・こなもん倶楽部のピザを村内のイベント

等で提供、販売する
486 300

6 生坂村高津屋
森林公園管理組合

令和４年度高津屋森林公園
周辺森林整備事業

・高津屋森林公園周辺森林の広葉樹の間伐
に用いる資機材の整備と伐倒整理 146 102

計 1,732 1,170
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七
月
一
四
日
（
木
）、
健
康
管

理
セ
ン
タ
ー
で
会
員
学
習
会
が

行
わ
れ
、
八
名
の
方
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
今
回
の
学
習
会
は
、
会
員
が

災
害
時
に
役
立
つ
調
理
方
法

「
パ
ッ
ク
ク
ッ
キ
ン
グ
」
を
学

び
、
九
月
一
日
の
防
災
の
日
に

向
け
て
住
民
の
皆
様
に
防
災
食

の
知
識
を
高
め
る
一
助
と
な
る

よ
う
に
開
催
し
ま
し
た
。

物
か
ん
の
四
品
を
作
り
ま
し

た
。ポ
リ
袋
で
調
理
す
る
た
め
の

手
順
や
注
意
点
な
ど
を
確
認

し
、
各
一
食
分
を
調
理
し
ま
し

た
。基

本
の
調
理
は
、
袋
に
食
材

を
切
り
そ
ろ
え
て
入
れ
、
調
味

料
を
加
え
て
袋
の
上
か
ら
よ
く

揉
ん
で
混
ぜ
合
わ
せ
ま
す
。
そ

し
て
、
袋
を
ク
ル
ク
ル
ね
じ
っ

て
空
気
を
し
っ
か
り
抜
き
、
袋

の
口
元
を
縛
り
ま
す
。
沸
騰
し

た
湯
の
中
に
ポ
リ
袋
を
入
れ

て
、指
定
の
時
間
加
熱
し
ま
す
。

加
熱
調
理
中
に
は
、
家
庭
備

蓄
に
つ
い
て
講
話
を
聴
講
し
ま

し
た
。
栄
養
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を

考
え
た
備
蓄
食
品
の
選
び
方
や

パ
ッ
ク
ク
ッ
キ
ン
グ
と
は
、

耐
熱
性
の
ポ
リ
袋
に
食
材
を
入

れ
、
袋
の
ま
ま
鍋
で
湯
せ
ん
す

る
調
理
方
法
で
す
。
災
害
な
ど

で
電
気
、水
道
、ガ
ス
な
ど
の
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
が
機
能
し
な
く

な
っ
て
も
、
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の

屋
外
で
も
、「
食
べ
る
こ
と
」
の

幅
が
広
が
り
ま
す
。

食
改
で
は
昨
年
度
か
ら
パ
ッ

ク
ク
ッ
キ
ン
グ
を
学
習
し
て
い

ま
す
。
非
常
時
に
は
お
に
ぎ
り

や
カ
ッ
プ
麺
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー

重
視
の
食
品
が
支
給
さ
れ
ま
す

が
、
そ
ん
な
日
が
続
く
と
栄
養

の
バ
ラ
ン
ス
が
偏
り
、
飽
き
て

き
て
食
が
進
ま
な
く
な
り
ま

す
。
い
ざ
と
い
う
時
に
平
時
か

ら
慣
れ
て
お
く
た
め
に
、
冷
蔵

庫
に
残
っ
て
い
そ
う
な
物
、
乾

物
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
食
材
を

使
っ
て
調
理
実
習
し
ま
し
た
。

　
長
野
県
栄
養
士
会
の
宮
坂
管

理
栄
養
士
を
講
師
に
迎
え
、
野

菜
入
り
ラ
ー
メ
ン
、
麻
婆
豆
腐
、

じ
ゃ
が
い
も
の
ご
ま
風
味
煮
、果

ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
（
普
段

の
食
品
を
多
め
に
買
い
置
き
し

て
お
き
、
賞
味
期
限
を
考
え
て

古
い
も
の
か
ら
消
費
し
、
消
費

し
た
分
を
買
い
足
す
こ
と
で
、

常
に
一
定
量
の
食
品
が
家
庭
で

備
蓄
さ
れ
て
い
る
状
態
を
保
つ

た
め
の
方
法
）
な
ど
を
学
び
ま

し
た
。
ラ
ッ
プ
を
多
め
に
常
備

し
て
お
く
と
、
皿
に
ラ
ッ
プ
を

敷
い
て
洗
い
物
を
削
減
し
た

り
、
怪
我
を
し
た
時
の
包
帯
に

も
な
る
そ
う
で
す
。
食
改
さ
ん

は
食
の
知
識
を
持
っ
て
い
る
の

で
生
か
し
て
欲
し
い
と
、
お
話

が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
参
加
さ
れ
た
会
員
か

ら
、「
災
害
時
に
は
お
に
ぎ
り
な

ど
マ
ン
ネ
リ
化
し
て
し
ま
う
の

で
、普
段
の
料
理
と
違
わ
ず
に
、

美
味
し
そ
う
に
で
き
て
良
か
っ

た
」「
簡
単
に
で
き
て
、
普
段
の

少
人
数
の
食
事
に
も
取
り
入
れ

ら
れ
そ
う
」
な
ど
と
感
想
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
非
常
時
が
続

く
と
食
べ
て
ホ
ッ
と
で
き
る
、

温
か
い
も
の
や
嗜
好
的
な
も
の

が
恋
し
く
な
っ
て
き
ま
す
。

　
少
人
数
の
調
理
な
ら
鍋
を
焦

が
す
心
配
が
な
い
の
で
、
普
段

の
調
理
に
も
お
す
す
め
で
す
。

防
災
の
日
に
ぜ
ひ
ご
家
庭
で

パ
ッ
ク
ク
ッ
キ
ン
グ
に
挑
戦
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

防
災
食
の
知
識
を
高
め
よ
う

防
災
食
の
知
識
を
高
め
よ
う

生
坂
村
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
★
会
員
学
習
会

生
坂
村
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
★
会
員
学
習
会

【
パ
ッ
ク
ク
ッ
キ
ン
グ
の

メ
リ
ッ
ト
】

◎
温
か
い
物
が
食
べ
ら
れ
る

◎
節
水
で
エ
コ（
一
つ
の
鍋
で

様
々
な
料
理
が
で
き
る
、
水

が
何
回
で
も
使
え
る
）

◎
多
種
多
様（
主
食
か
ら
デ

ザ
ー
ト
ま
で
作
る
こ
と
が
で

き
る
）

◎
袋
の
中
で
調
理
す
る
の
で
、

旨
味
や
栄
養
素
を
逃
さ
な
い

12
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五
月
か
ら
七
月
に
、
健
康
応

援
隊
・
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

は
、村
民
の
皆
様
に
、認
知
症
に

つ
い
て
正
し
い
理
解
を
し
て
い

た
だ
き
、偏
見
を
持
た
ず
、認
知

症
の
方
や
そ
の
ご
家
族
を
温
か

く
見
守
り
、
応
援
者
に
な
っ
て

い
た
だ
く
事
を
目
的
と
し
て
開

催
し
て
い
ま
す
。

講
座
と
い
う
名
で
す
が
、
難

し
い
勉
強
会
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。「
こ
れ
っ
て
認
知
症
？
老
化

に
よ
る
物
忘
れ
？
」
の
〇
×
ク

イ
ズ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
認
知

を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

生
坂
村
の
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
は
今
ま
で
の
開
催
で
累
計

一
九
八
名
と
な
り
ま
し
た
。認
知

症
は
誰
で
も
な
る
可
能
性
の
あ

る
病
気
で
す
。い
つ
自
分
や
家
族

が
認
知
症
に
な
る
か
分
か
り
ま

せ
ん
。認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く

理
解
し
、
偏
見
の
な
い
生
坂
村

と
な
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
開

催
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

九
月
に
は
、生
坂
お
と
こ
塾
、健

康
推
進
員
の
皆
様
に
向
け
て
の

開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
健
康
応
援
隊
で
の

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

は
終
了
し
ま
し
た
が
、
来
年
度

も
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
の

で
、
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

症
を
理
解
す
る
た
め
の
「
脳
の

働
き
」「
認
知
症
は
こ
ん
な
病

気
・
症
状
に
つ
い
て
」を
保
健
師

が
丁
寧
に
ご
説
明
し
ま
す
。
ま

た
、
認
知
症
の
方
と
の
接
し
方

に
つ
い
て
、
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る

劇
を
交
え
て
楽
し
く
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
五
月
二
六
日
（
木
）
は
、下
生

坂
区
込
地
公
民
館
で
行
い
ま
し

た
。
実
際
に
認
知
症
の
親
戚
が

い
る
方
も
お
ら
れ
、
認
知
症
の

方
と
の
関
わ
り
方
の
難
し
さ
に

つ
い
て
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

七
月
七
日
（
木
）
は
、大
日
向

区
北
平
集
会
所
で
行
い
ま
し

た
。以
前
、認
知
症
高
齢
者
の
徘

徊
で
、
区
内
を
捜
索
す
る
出
来

事
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
の
お
話

毒
き
の
こ
に
よ
る
中
毒
は
、

九
月
、
十
月
に
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
。

　
き
の
こ
中
毒
防
止
の

ポ
イ
ン
ト
は
！

①
知
ら
な
い
き
の
こ
は
採
ら
な

い
、
食
べ
な
い
、
提
供
し
な

い
。

②
き
の
こ
の
特
徴
を
覚
え
確
実

な
鑑
別
を
し
ま
し
ょ
う
。

③
毒
き
の
こ
を
加
工（
塩
漬
、乾

燥
、水
さ
ら
し
等
）し
て
食
べ

な
い
。
誤
っ
た
言
い
伝
え
や

迷
信
を
信
じ
な
い
で
く
だ
さ

い
。

④
も
ら
っ
た
き
の
こ
も
で
き
る

だ
け
鑑
別
し
ま
し
ょ
う
。

　
も
し
、
毒
き
の
こ
を
食
べ
て

し
ま
っ
た
ら
、食
べ
た
種
類
、量

に
も
よ
り
ま
す
が
、
食
後
一
〇

分
か
ら
三
〇
分
位
で
胃
が
重
く

な
り
、む
か
つ
き
ま
す
。（
腹
痛
・

下
痢
・
嘔
吐
・

神
経
障
害
な

ど
が
お
き
ま

す
。）

◎
応
急
処
置

　
指
を
口
の
中
に
深
く
入
れ
、

食
べ
た
物
を
全
部
吐
き
出
し
　

急
い
で
医
師
の
診
察
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

　
毒
き
の
こ
で
な
く
て
も
、
古

く
な
っ
た
き
の
こ
や
、
傷
ん
だ

き
の
こ
で
も
中
毒
症
状
を
起
こ

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
食
用
き

の
こ
で
も
、
生
の
状
態
で
食
べ

た
り
、
一
度
に
大
量
に
食
べ
た

り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

生
坂
小
学
校
運
動
会

生
坂
小
学
校
運
動
会

毒
き
の
こ
に
よ
る
食
中
毒
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

毒
き
の
こ
に
よ
る
食
中
毒
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

健
康
応
援
隊

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
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予
防
意
識
を
高
め
て

　
　一
生
自
分
の
歯
で

一
二
歳
ご
ろ
に
は
す
べ
て
の

歯
が
永
久
歯
に
生
え
変
わ
り
、

第
二
大
臼
歯
が
生
え
、
上
下
合

わ
せ
て
二
八
本
の
永
久
歯
が
そ

ろ
い
ま
す
。永
久
歯
は
第
三
大
臼

歯（
親
知
ら
ず
）を
入
れ
る
と
三

二
本
で
す
が
、
親
知
ら
ず
が
生

え
て
こ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
時
期
は
、保
護
者
の
管

歯
磨
き
の
時
に

◦
出
血
す
る

◦
赤
く
な
っ
て
い
る

◦
痛
み
が
あ
る

◦
ブ
ヨ
ブ
ヨ
し
て
い
る

◦
口
臭
が
あ
る

な
ど
の
症
状
が
み
ら
れ
た
ら
、

歯
周
病
が
疑
わ
れ
ま
す
。
進
行

す
る
前
に
早
め
に
歯
科
医
院
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

口
臭
の
原
因
は
、
ほ
と
ん
ど

が
歯
周
病
や
虫
歯
、舌
苔（
舌
の

表
面
に
付
く
細
菌
の
塊
）
な
ど

で
す
が
、
心
理
的
ス
ト
レ
ス
に

よ
る
口
臭
も
あ
り
ま
す
。
い
ず

れ
も
早
め
に
歯
医
者
さ
ん
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

生
坂
村
歯
科
診
療
所

こ
の
時
期
は
保
護
者
の
管
理

下
か
ら
離
れ
、
食
生
活
が
不
規

則
に
な
り
易
く
、ま
た
、ホ
ル
モ

ン
バ
ラ
ン
ス
の
変
化
や
、精
神
的

な
ス
ト
レ
ス
も
多
く
な
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
影
響
に
よ
っ
て
、

虫
歯
や
歯
周
病
の
リ
ス
ク
が
高

や
ま
な
み
荘
ロ
ビ
ー
で
は
旧

暦
の
七
夕
に
ち
な
み「
短
冊
記
入

コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け
ま
し
て
、皆

さ
ん
に
願
い
事
な
ど
を
書
い
て

笹
の
葉
に
掛
け
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。順
子
書
道
教
室
の
七
夕
習

字
の
作
品
と
と
も
に
、ロ
ビ
ー
を

に
ぎ
や
か
に
彩
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
。み
な
さ
ん
の
願
い
は「
世

界
平
和
」や「
コ
ロ
ナ
ゼ
ロ
」な
ど

世
の
中
に
対
し
て
の
事
柄
が
多

か
っ
た
で
す
。

ま
た
お
盆
の
仕
出
し
で
は
、刺

身
盛
皿
や
オ
ー
ド
ブ
ル
な
ど
大

勢
の
方
々
に
ご
利
用
い
た
だ
き

ま
た
。
警
戒
レ
ベ
ル
が
上
が
り
、

残
念
な
が
ら
中
止
と
な
っ
た
法

事
や
同
級
会
で
は
、折
り
詰
め
や

少
人
数
で
の
開
催
に
変
更
し
て

ご
利
用
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

真
夏
の
ス
タ
ミ
ナ
フ
ェ
ア
第

二
弾
は
七
月
二
八
日
か
ら
八
月

二
三
日
ま
で「
夏
カ
レ
ー
フ
ェ
ア
」

を
開
催
し
ま
し
た
。四
種
類
の
特

別
カ
レ
ー
は
ど
れ
も
汗
が
じ
わ

じ
わ
と
に
じ
む
辛
さ
で
す
。召
し

上
が
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
か
ら

は「
辛
く
て
美
味
し
か
っ
た
」「
ス

タ
ミ
ナ
が
つ
い
た
よ
」と
嬉
し
い

お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

も
ど
か
し
い
夏
を
三
回
も
過

ご
し
、日
常
と
は
何
な
の
か
分
か

ら
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。で
す

が
、予
防
す
る
こ
と
と
中
傷
し
な

い
こ
と
を
ぜ
ひ
守
っ
て
い
た
だ

き
、元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

皆
様
方
の
お
越
し
を

　
　
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

歯
っ
ぴ
ー
た
い
む

ゆ
の
ん
び
り

湯
っ
た
り

や
ま
な
み
荘

く
な
り
が
ち
で
す
。

生
活
習
慣
を
整
え

て
、こ
れ
ま
で
の
歯
み

が
き
習
慣
が
途
絶
え

て
し
ま
わ
な
い
よ
う

に
予
防
意
識
を
高
め

る
た
め
、歯
の
大
切
さ

を
伝
え
る
よ
う
に
努

め
ま
し
ょ
う
。
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集
落
支
援
員
の
佐
久
間
で
す
。

　
こ
の
小
さ
な
村
の
、
何
者
で

も
な
い
自
身
の
暮
ら
し
に
も
、

ど
こ
か
の
国
の
戦
争
や
ど
こ
か

の
国
の
事
情
に
影
響
を
受
け
、

国
境
を
越
え
た
世
界
中
と
の
複

雑
な
繋
が
り
を
感
じ
ま
す
。

　
発
展
や
成
長
を
進
め
る
側
面

で
、
経
済
格
差
や
自
然
環
境
の

悪
化
、食
料
安
全
保
障
、身
近
な

地
域
課
題
が
浮
き
彫
り
と
な

り
、
危
機
感
と
共
に
思
考
が
巡

り
ま
す
。

　
私
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
副

業
で
小
さ
な
養
鶏
業
を
始
め
ま

域
の
輪
に
組
み
入
れ
て
、
地
域

循
環
型
の
養
鶏
が
仕
組
化
で
き

な
い
か
と
、模
索
し
て
い
ま
す
。

　
飲
食
店
や
農
業
、
各
家
庭
で

は
、野
菜
く
ず
や
、く
ず
米
、食
品

残
渣
等
の
廃
棄
が
必
ず
あ
り
ま

す（
国
内
、年
間
五
二
二
万
ト
ン
の

廃
棄
）。こ
の
廃
棄
物
を
、未
利
用

資
源
と
し
、数
値
化
し
、円
滑
に

畜
産
へ
回
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

環
境（
脱
炭
素
）へ
の
配
慮
や
地

域
ブ
ラ
ン
ド（
価
値
や
商
品
）へ
も

繋
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
す
な
わ
ち
飼
料
は
輸
入
の
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
に
依
存
せ
ず
、
生

坂
村
の
く
ず
米
を
利
用
し
、
生

坂
産
の
卵
と
し
て
生
産
し
た
方

が
合
理
的
で
す
。

　
自
然
や
鶏
の
生
態（
ア
ニ
マ
ル

ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
）
を
無
視
せ
ず
、

こ
の
大
自
然
が
循
環
し
て
い
る

よ
う
に
、鶏
の
命（
卵
、肉
、糞
）

も
そ
の
循
環
の
一
部
と
し
て
、無

駄（
廃
棄
）な
く
扱
わ
れ
る
事
が

理
想
で
あ
り
喜
び
で
す
。

　
今
後
の
計
画
に
循
環
体
験
型

の「
鶏
に
会
え
る
販
売
所
」を
作

ろ
う
と
計
画
し
て
い
ま
す
。
人

と
鶏
が
循
環
す
る
関
係
を
体
験

で
き
る
小
さ
な
販
売
所
で
す
。

生
産
と
消
費
の
距
離
を
縮
め
る

し
た
。

　
農
畜
産
業
で
、
規
模
を
拡
大

し
て
い
く
こ
と
は
、石
油
、肥
料
、

飼
料
な
ど
、
や
は
り
海
外
か
ら

の
輸
入
品
に
も
頼
ら
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。そ
の
結
果
、安
く
大
量

に
消
費
者
ま
で
届
く
よ
う
に
な

り
ま
す
が
、特
に
、こ
の
円
安
や

気
候
変
動
等
か
ら
、近
年
、農
家

が
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
本
の
畜
産
の
現
実
や
理
想
を

模
索
す
る
中
で
、
輸
入
飼
料
に

依
存
し
て
、
単
な
る
生
産
の
み

を
す
る
こ
と
は
、
持
続
的
で
は

な
い
と
気
が
つ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
畜
産
と
聞
く
と
環
境
負

荷
や
残
酷
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
た

れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と

思
い
ま
す
。

　
そ
れ
は
日
本
の
畜
産
が
真
に

持
続
可
能
と
は
、
言
い
難
い
点

に
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
農
業
を
語
る
際
に
、「
家

畜
な
く
し
て
農
業
な
し
」
と
言

っ
た
言
葉
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　
現
在
、
生
坂
村
で
畜
産
を
地

事
に
よ
り
、
養
鶏
の
存
在
価
値

や
鶏
の
習
性
や
鼓
動
ま
で
を
感

じ
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、「
い
た

だ
き
ま
す
」
に
も
気
持
ち
が
こ

も
る
は
ず
で
す
。
地
域
の
循
環

や
命
の
繋
が
り
を
感
じ
ら
れ
る

販
売
所
を
創
造
し
ま
す
。

　
現
在
、鶏
は
三
八
羽
。年
々
増

や
し
て
い
く
計
画
で
は
あ
り
ま

す
が
、
生
坂
村
に
あ
る
未
利
用

資
源
を
ど
れ
だ
け
活
か
せ
る
か

が
鍵
と
な
り
ま
す
。

　
主
に
餌
は
、ノ
コ
く
ず
、穀
物

（
古
米
、麦
、大
豆
）、お
か
ら
に
、

牡
蠣
殻
と
魚
粉
を
少
々
。そ
れ
ら

　
長
く
な
り
ま
し
た
が
、
世
界

中
が
著
し
く
繋
が
っ
た
今
、
過

度
な
生
産
―
消
費
―
廃
棄
の
一

方
通
行
の
仕
組
み
で
は
限
界
を

感
じ
ま
す
。小
さ
い
な
が
ら
も
、

鶏
を
通
し
て
地
域
を
循
環
さ
せ

る
こ
と
が
、今
、自
分
に
で
き
る

最
善
の
取
り
組
み
で
す
。

　
自
然
や
社
会
、
皆
様
の
心
身

の
ご
健
康
を
心
よ
り
願
い
ま

す
。
そ
し
て
生
坂
村
で
の
た
く

さ
ん
の
経
験
や
繋
が
り
に
深
く

感
謝
い
た
し
ま
す
。

 

（
佐
久
間
拓
郎
）

を
米
ぬ
か
で
、
発
酵

さ
せ
て
発
酵
飼
料
を

作
り
ま
す
。
そ
の
他

に
果
物
や
野
菜
く
ず

や
、緑
餌
な
ど
、牡
蠣

殻
と
魚
粉
以
外
は
、

全
て
生
坂
村
に
あ
る

資
源
で
賄
え
る
こ
と

が
地
域
循
環
型
養
鶏

の
醍
醐
味
で
す
。

　
発
酵
飼
料
か
ら
は

鶏
の
健
康
と
良
質
な

鶏
糞（
弱
ア
ル
カ
リ
）

が
得
ら
れ
、生
坂
村
の

大
地
へ
と
還
さ
れ
作

物
へ
代
わ
り
ま
す
。

6月に生まれた32羽のひよこたち

「鶏に会える販売所」イメージ図

50
（通巻108号）

繋
が
り
還
る

繋
が
り
還
る
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◎
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト

熱
中
症
予
防
の
た
め
の
新
た

な
情
報
発
信
「
熱
中
症
警
戒
ア

ラ
ー
ト
」
を
ご
存
じ
で
す
か
。

「
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
」

は
、
熱
中
症
の
危
険
性
が
高
く

な
る
と
予
測
さ
れ
た
際
に
、
危

険
な
暑
さ
へ
の
注
意
を
呼
び
か

け
熱
中
症
予
防
行
動
を
と
っ
て

い
た
だ
く
よ
う
促
す
た
め
の
情

報
で
す
。

近
年
、
熱
中
症
に
よ
る
死
亡

者
数
・
緊
急
搬
送
者
数
は
増
加

傾
向
に
あ
り
、
気
候
変
動
等
の

影
響
を
考
慮
す
る
と
熱
中
症
対

策
は
重
要
な
課
題
で
す
。
こ
れ

ま
で
、
気
象
庁
の
高
温
注
意
報

や
環
境
省
の
暑
さ
指
数
等
に
よ

い
な
い
屋
外
で
の
運
動
は
、

控
え
る
。

◎
熱
中
症
が
疑
わ
れ
る
と
き
は
…

・
呼
び
か
け
に
反
応
が
な
け
れ

ば
救
急
車
を
呼
ぶ
。

・
上
着
を
脱
が
せ
、
服
を
緩
め

て
風
通
し
を
良
く
す
る
。

・
氷
の
う
等
を
首
、脇
の
下
、足

の
付
け
根
に
当
て
て
冷
や

す
。

・
服
の
上
か
ら
少
し
ず
つ
冷
や

し
た
水
を
か
け
る
。

・
皮
膚
に
濡
ら
し
た
タ
オ
ル
や

ハ
ン
カ
チ
を
当
て
、
う
ち
わ

や
扇
風
機
で
仰
ぐ
。

熱
中
症
は
、
死
に
至
る
可
能

性
の
あ
る
重
篤
な
病
気
で
す

が
、適
正
な
予
防
・
対
処
を
行
え

ば
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
災
害
時
に
は
慣
れ
な
い
環

境
や
作
業
で
熱
中
症
の
リ
ス
ク

は
高
く
な
り
ま
す
の
で
、
お
互

い
に
声
を
か
け
な
が
ら
十
分
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

お
問
合
わ
せ
は

松
本
広
域
消
防
局
明
科
消
防
署

☎
〇
二
六
三-

六
二-

二
九
九
二

っ
て
、
注
意
を
呼
び
か
け
て
き

ま
し
た
が
、
両
省
庁
が
連
携
す

る
こ
と
で
よ
り
効
果
的
な
情
報

提
供
を
行
い
ま
す
。

◎
警
戒
ア
ラ
ー
ト
発
表
の
基
準

と
方
法

　
熱
中
症
リ
ス
ク
の
極
め
て
高

い
気
象
条
件
が
予
測
さ
れ
た
場

合
に
、
予
防
行
動
を
促
す
た
め

の
情
報
発
信
を
広
く
行
う
た

め
、
発
表
に
は
熱
中
症
と
の
相

関
が
高
い「
暑
さ
指
数
」を
用
い

ま
す
。
暑
さ
指
数
の
値
が
三
十

三
以
上
と
予
測
さ
れ
た
場
合
に

発
表
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
発
表
内
容
に
は
暑
さ

指
数
の
予
測
値
や
予
想
最
高
気

温
の
値
だ
け
で
な
く
、
具
体
的

な
熱
中
症
予
防
行
動
も
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

（
例
）

・
不
要
不
急
の
外
出
は
避
け
、

昼
夜
を
問
わ
ず
エ
ア
コ
ン
等

を
使
用
す
る
。

・
高
齢
者
、子
ど
も
、障
が
い
者

等
に
対
し
て
周
囲
の
人
が
声

を
か
け
る
。

・
身
の
回
り
の
暑
さ
指
数
を
確

認
し
、行
動
の
目
安
に
す
る
。

・
エ
ア
コ
ン
等
が
設
置
さ
れ
て

【防災アドバイス】

　松本広域消防局
　　　明科消防署

〈熱中症にご用心〉

 　

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

◎
流
河
祭
特
集

七
月
十
五
日（
金
）
十
六
日

（
土
）十
七
日（
日
）の
三
日
間
流

河
祭
を
行
い
ま
し
た
。

三
年
連
続
コ
ロ
ナ
禍
で
の
流

河
祭
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
年

度
は
コ
ロ
ナ
対
策
で
来
場
者
数

を
制
限
し
た
も
の
の
、
三
年
ぶ

り
と
な
る
一
般
公
開
が
実
施
で

き
ま
し
た
。

◎
開
祭
式

　
開
祭
式
で
は
開
祭
宣
言
の

後
、流
河
祭
の
成
功
を
祈
念
し
地

元
龍
神
太
鼓
の
皆
様
方
が
迫
力

あ
る
太
鼓
の
演
奏
で
生
徒
た
ち

を
激
励
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

◎
一
般
公
開

　
人
に
見
て
も

ら
っ
た
り
、
お

も
て
な
し
を
し

た
り
す
る
喜
び
を
三
年
ぶ
り
に

味
わ
っ
た
一
般
公
開
で
し
た
。

◎
体
育
祭

　
感
染
症
だ
け
で
な
く
熱
中
症

の
対
策
を
行
い
な
が
ら
、学
年
別

に
体
育
祭
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
体
育
委
員
に
よ
る
消
毒
作
業

も
徹
底
さ
れ
て
い
て
感
心
し
ま

し
た
。

流
河
祭
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
打

上
花
火
。
盛
り
上
が
り
を
見
せ

た
流
河
祭
も
打
上
花
火
の
よ
う

に
あ
っ
と
い
う
間
に
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。

（
文
責
　
教
頭
　
堀
内
雅
司
）

真
夏
日
が
続
く
中
、
家
族
や

友
人
、恋
人
と
一
緒
に
花
火
で
遊

ば
れ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は「
正
し
い
花
火
の

遊
び
方
」に
つ
い
て
一
緒
に
考
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

遊
び
方
の
ポ
イ
ン
ト

①
花
火
に
書
か
れ
て
い
る
遊
び

方
、持
ち
方
・
置
き
方
を
必
ず

守
り
、正
し
い
点
火
位
置
に
点

火
し
ま
し
ょ
う
。

②
人
や
家
に
花
火
を
向
け
ず
、

燃
え
や
す
い
物
の
近
く
で
は

遊
ば
な
い
で
く
だ
さ
い
。

③
風
の
強
い
時
は
花
火
を
中
止

し
、風
向
き
を
考
え
風
下
の
人

や
物
に
火
の
粉
が
飛
ば
な
い

18



村
民
の
皆
様
、こ
ん
に
ち
は
。

駅
長
の
甲
本
で
す
。

長
野
県
の
夏
、
東
京
か
ら
来

た
私
の
感
覚
だ
と
「
長
野
県
＝

避
暑
地
」な
ん
で
す
が
、日
中
の

暑
さ
は
東
京
も
長
野
も
変
わ
り

ま
せ
ん
ね
。

と
は
い
っ
て
も
、
生
坂
村
の

「
当
た
り
前
」に
い
さ
さ
か
翻
弄

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

先
日
も
ス
タ
ッ
フ
の
吉
岡
さ

ん
か
ら「
駅
長
、お
盆
は
カ
ン
バ

4

4

4

が
な
い
と
お
客
様
に
怒
ら
れ
ち

ゃ
い
ま
す
よ
！
あ
と
エ
ゴ

4

4

も
必

要
で
す
」

何
も
知
ら
な
い
駅
長
は
、「
？

何
を
言
っ
て
い
る
の
。
カ
ン

バ
？
カ
ン
パ
？
？
お
金
で
も
集

め
る
の
？
そ
れ
と
エ
ゴ
っ
て
い

う
の
は
人
間
の〝
え
ご
〟の
こ
と

か
い
？
」

冗
談
で
は
な
く
、
真
面
目
に

双
方
会
話
を
し
て
い
ま
す
。

白
樺
の
木
の
皮
を
カ
ン
バ
と

呼
ぶ
な
ん
て
、
人
生
で
初
め
て

知
り
ま
し
た
。

東
京
の
実
家
で
は
、
割
り
箸

を
折
っ
て
迎
え
火
や
送
り
火
と

す
る
の
で
す
が
、
生
坂
村
を
は

じ
め
こ
の
辺
り
で
は
、
お
盆
に

カ
ン
バ
を
焚
く
そ
う
で
す
ね
。

よ
そ
の
お
店
で
カ
ン
バ
を
見

た
と
き
に
は
、
キ
ャ
ン
プ
す
る

と
き
の
種
火
に
使
う
ん
だ
ろ
う

な
と
、
勝
手
に
思
い
込
ん
で
い

ま
し
た
。
地
域
に
よ
っ
て
風
習

は
様
々
だ
と
実
感
。

『
あ
た
り
ま
え
体
操
』で
も
し

な
が
ら
、
小
売
店
と
し
て
の
品

揃
え
に
つ
い
て
勉
強
し
よ
う
と

思
い
ま
す
。

そ
ん
な
こ
ん
な
で
、
あ
た
り

前
の
違
い
に
困
惑
す
る
駅
長
の

い
る
〝
い
く
さ
か
の
郷
〟。

お
時
間
の
あ
る
時
は
「
ち
ょ

っ
と
そ
こ
ま
で
い
く
さ
か
の

郷
」に
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

長
野
県
の
小・中
学
校
に
お
け

る
不
登
校
児
童
生
徒
数
は
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴

い
、学
校
以
外
の「
ま
な
び
の
場
」

で
あ
る
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
の

民
間
施
設
を
利
用
す
る
児
童
生

徒
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、学
校
以
外
の「
ま
な

び
の
場
」を
応
援
す
る
た
め
、初

め
て
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
で
寄
付
を
募
集
し
ま
す
の

で
、皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
！

次
の
寄
付
募
集
サ
イ
ト
で
、寄

付
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◦
お
問
い
合
わ
せ

県
庁
次
世
代
サ
ポ
ー
ト
課

次
世
代
支
援
係

☎
〇
二
六-

二
三
五-

七
二
〇
八

道
の
駅
い
く
さ
か
の
郷
だ
よ
り

道
の
駅
い
く
さ
か
の
郷
だ
よ
り

■入札結果（7月） （単位：千円）

担当課
入札日

種　別 事　業　名
実施・納品

場所
落 札 業 者 落札価格

振興課
R4.7.27

村工事
令和４年度

生活基盤施設耐震化等交付金事業
上生坂第１配水池築造工事

上生坂 平林建設（株） 102,850

振興課
R4.7.28

業務委託
令和４年度

道路施設定期点検業務委託
生坂村内一円 （株）アンドー 17,380

振興課
R4.8.1

業務委託
令和４年度

下水道事業固定資産台帳作成業務
生坂村

日本会計コンサル
ティング（株）

5,478

振興課
R4.8.1

物品購入
令和４年度 元気づくり支援金事業
いくさかバンブープロジェクト

粉砕機整備事業
上生坂（役場） 藤沢商会（有） 3,927

学
校
以
外
の「
ま
な
び
の

学
校
以
外
の「
ま
な
び
の

場
」に
通
う
子
ど
も
た
ち

場
」に
通
う
子
ど
も
た
ち

の
学
び
を
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

の
学
び
を
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
で
応
援
し
て

ン
デ
ィ
ン
グ
で
応
援
し
て

く
だ
さ
い
！

く
だ
さ
い
！

不
登
校
児
童
生
徒
の
学
校
以
外

の
「
ま
な
び
の
場
」
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
→
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『
か
あ
さ
ん
家
』
で
は
、
蝉
し

ぐ
れ
の
降
り
注
ぐ
八
月
六
日

（
土
）に
七
夕
ま
つ
り
を
開
催
し

ま
し
た
。
朝
早
く
か
ら
た
く
さ

ん
の
商
品
を
用
意
し
、皆
の
願
い

を
短
冊
に
託
し
て
大
勢
の
お
客

様
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

私
は
、
か
あ
さ
ん
家
で
孫
た

ち
も
大
好
き
な
お
ま
ん
じ
ゅ
う

を
作
っ
て
い
ま
す
。イ
ベ
ン
ト
の

日
に
は
、
朝
早
く
か
ら
千
個
以

上
の
お
ま
ん
じ
ゅ
う
を
作
り
ま

す
。ま
た
、週
末
や
特
産
市
の
日

に
は
多
く
の
お
客
様
が
来
店
さ

れ
、郷
土
の
味
を
そ
れ
ぞ
れ
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

幅
広
い
年
代
の
母
さ
ん
達
が

働
い
て
い
る
中
で
、若
い
母
さ
ん

達
と
も
話
せ
る
楽
し
さ
が
あ

り
、一
緒
に
郷
土
の
味
を
引
き
継

い
で
い
け
る
こ
と
に
や
り
が
い

長
野
県
松
本
技
術
専
門
校

（
松
本
市
寿
北
）
で
は
、
障
が
い

を
お
持
ち
の
方
向
け
の
公
共
職

業
訓
練
「
就
労
準
備
と
Ｐ
Ｃ
基

礎
科
」
の
訓
練
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

◦
訓
練
期
間

　
令
和
四
年
一
〇
月
一
八
日

（
火
）～
一
二
月
一
六
日（
金
）

　（
二
ヶ
月
間
）

◦
訓
練
時
間

　
休
講
日
（
土
、
日
、
祝
日
）
以

外
の
毎
日
九
時
三
〇
分
～
一

四
時
四
五
分

◦
受
講
料

　
無
料
（
教
科
書
代
な
ど
は
自

己
負
担
）

◦
訓
練
場
所

　
㈱
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ヨ
ン

ズ
・
ア
イ
（
松
本
市
筑
摩
一-

一
一-

二
〇 

上
條
ビ
ル
二

階
）

◦
対
象
者

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登
録

し
て
い
る
障
が
い
を
お
持
ち

の
方
で
、
訓
練
を
利
用
し
て

を
感
じ
て
い
ま
す
。

休
み
の
日
に
は
、
農
繁
期
真

只
中
の
息
子
夫
婦
に
代
わ
り
、

孫
の
お
迎
え
や
週
末
の
子
守
り

で「
ば
ば
ち
ゃ
ん
家
」と
し
て
も

営
業
中
で
す
。

現
在
直
売
所
に
は
、
旬
の
野

菜
や
果
物
が
所
狭
し
と
並
ん
で

い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
生
坂
特

産
の
彩
り
豊
か
な
ブ
ド
ウ
が
た

く
さ
ん
並
び
、
多
く
の
お
客
様

の
来
店
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
最

善
の
衛
生
管
理
で
コ
ロ
ナ
対
策

等
に
努
め
、
私
達
自
身
も
体
調

管
理
に
気
を
付
け
て
、
お
客
様

に
安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け

る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
の

で
、
大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
来
店

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

就
職
を
希
望
す
る
パ
ソ
コ
ン

初
心
者
（
未
経
験
者
も
可
）

◦
内
容

　
仕
事
を
長
く
続
け
て
い
く
た

め
の
社
会
性
ス
キ
ル
を
ワ
ー

ク
中
心
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ

ー
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
の
基
礎
を
習
得
し
ま

す
。
自
分
に
合
っ
た
仕
事
を

見
つ
け
、
自
信
を
も
っ
て
就

職
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
個

別
に
就
職
支
援
を
行
い
ま

す
。offi

ce

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
、
ク
ラ
ウ
ド
ツ
ー
ル
の
基

礎
を
習
得
し
、
簡
単
な
ビ
ジ

ネ
ス
書
類
の
修
正
、
情
報
共

有
や
テ
レ
ワ
ー
ク
に
も
対
応

で
き
る
ス
キ
ル
を
身
に
着
け

ま
す
。

◦
募
集
期
間

　
令
和
四
年
七
月
一
一
日（
月
）

　
～
九
月
二
六
日
（
月
）

◦
入
校
選
考

　
令
和
四
年
一
〇
月
五
日（
水
）

九
時
三
〇
分
か
ら
訓
練
場
所

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ヨ
ン

ズ
・
ア
イ
に
て
実
施

◦
定
員

　
六
名

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の

窓
口
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
申
込
書
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

に
あ
り
ま
す
）

ま
た
、
訓
練
期
間
中
に
手
当

が
支
給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
の
担
当
窓
口
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
先

　
松
本
技
術
専
門
校

　☎
〇
二
六
三-

五
八-

三
一
五
八

　（
担
当
：
降
籏
・
柴
）

『
七
夕
ま
ん
じ
ゅ
う
』

か
あ
さ
ん
家

　
瀧 

澤  

加 

代 

子

障
が
い
を
お
持
ち
の
方
向
け

障
が
い
を
お
持
ち
の
方
向
け

公
共
職
業
訓
練
「
就
職
準
備
と
Ｐ
Ｃ
基
礎
科
」の

公
共
職
業
訓
練
「
就
職
準
備
と
Ｐ
Ｃ
基
礎
科
」の

訓
練
生
募
集
（
申
込
締
切

訓
練
生
募
集
（
申
込
締
切::

九
月
二
六
日
）

九
月
二
六
日
）

★
お
め
で
と
う

お
め
で
と
う

　
　
　
　  

ご
ざ
い
ま
す

ご
ざ
い
ま
す
★

上
條
　
咲さ

な奈
ち
ゃ
ん（
7
月
21
日
生
）

圭
佑
さ
ん
・
あ
ゆ
み
さ
ん（
上
生
坂
）
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村
内
の
取
扱
店
舗
で
ご
利
用

い
た
だ
け
る「
い
く
さ
か
マ
ル
得

商
品
券
ス
ー
パ
ー
プ
レ
ミ
ア
ム
」

が
七
月
二
二
日（
金
）に
発
売
さ

れ
、生
坂
村
商
工
会
に
て
、発
売

開
始
の
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

今
年
は
、事
前
申
込
制
で
の
販

売
と
し
ま
し
た
の
で
、長
時
間
お

待
た
せ
す
る
こ
と
な
く
、余
裕
を

持
っ
て
お
買
い
求
め
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

事
前
に
お
申
込
み
い
た
だ
い

た
方
で
、ま
だ
商
品
券
を
購
入
さ

れ
て
い
な
い
方
は
、マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
や
運
転
免
許
証
、保
険

証
な
ど
の
身
分
証
明
を
ご
持
参

の
上
、お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

　
販
売
時
間
は
、
平
日
午
前
八

時
三
〇
分
～
午
後
五
時
ま
で
と

な
り
ま
す
。
　

　
ま
た
、八
月
二
六
日（
金
）
午

前
一
〇
時
よ
り
、「
い
く
さ
か
マ
ル

得
商
品
券
ス
ー
パ
ー
プ
レ
ミ
ア

ム
」の
追
加
販
売
を
開
始
い
た
し

ま
す
。

今
回
は
、事
前
申
込
の
必
要
が

な
く
、既
に
お
買
い
求
め
い
た
だ

い
た
方
も
追
加
で
ご
購
入
い
た

だ
け
ま
す
。

な
お
、土
曜
日
、日
曜
日
の
販

売
は
、八
月
二
七
日
、二
八
日
の

午
前
八
時
三
〇
分
～
正
午
ま
で

行
い
ま
す
。

　
商
品
券
は
、五
〇
〇
円
分
の
商

品
券
三
〇
枚
綴
り
を
一
セ
ッ
ト

と
し
、一
万
五
千
円
分
を
一
万
円

で
販
売
し
ま
す
。

五
〇
％
も
お
得
な
商
品
券
を
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
お
買
い
求
め

く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、生
坂
村
商
工
会
六

九-

三
〇
四
七
へ
、お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
気
が
付
け
ば
夏
休
み
が
終
わ

り
、
楽
し
い
思
い
出
に
後
ろ
髪

引
か
れ
る
こ
の
頃
、
皆
様
お
元

気
で
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
社
会
人
に
な
り
早
何
年
…
。

よ
う
や
く
日
本
酒
の
美
味
し
さ

を
覚
え
た
私
の
週
末
の
食
卓
は

ち
ょ
っ
と
し
た
居
酒
屋
で
す
。

い
た
だ
い
た
夏
野
菜
を
フ
ル
活

用
し
て
、
定
番
の
煮
浸
し
や
炒

め
物
の
ほ
か
、
ク
ッ
○
パ
ッ
○

で
新
メ
ニ
ュ
ー
も
開
拓
し
ま
し

た
。
ネ
ッ
ト
は
便
利
で
す
ね
。

　
皆
様
の
お
す
す
め
夏
野
菜
メ

ニ
ュ
ー
は
何
で
す
か
？

　
今
月
も
広
報
い
く
さ
か
を
お

読
み
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
九
月
号
も
ど
う

ぞ
お
楽
し
み
に
。 

（
西
村
）

「
い
く
さ
か
マ
ル
得
商
品
券
ス
ー
パ
ー
プ
レ
ミ
ア
ム
」

「
い
く
さ
か
マ
ル
得
商
品
券
ス
ー
パ
ー
プ
レ
ミ
ア
ム
」

発
売
開
始
及
び
、追
加
販
売
の
お
知
ら
せ

発
売
開
始
及
び
、追
加
販
売
の
お
知
ら
せ

男女共同参画マンガで考えよう！

身近なジェンダー － 第5回 －
新

↑ピーマン、なす、ズッキーニ（美味しい）

編
集
後
記

編
集
後
記

©段　丹映子　無断転載禁止
（「ちいさなジェンダー」ほうずき書籍）

　「～のくせに」は相手を「非難」「軽蔑」するような意
味合いにもなります。マイナスなことに使うので、言わ
れたほうはあまりいい気持ちはしませんね。
　「男のくせに」「女のくせに」は「本来はこうあるべ
き」という意識から発せられている言葉ではないでしょ
うか。
　「こうあるべき」は時代とともに変化してきています。
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生坂村ホームページ

　
こ
の
八
月
か
ら
は
新
た
に
ケ
イ
プ
ル
・

マ
デ
ィ
ソ
ン
・
ニ
コ
ル
先
生
が
着
任
さ
れ

ま
し
た
。米
国
オ
ハ
イ
オ
州
の
ご
出
身
で
、

日
本
の
お
蕎
麦
に
ト
ラ
イ
し
て
み
た
い

そ
う
で
す
。

ニ
ッ
キ
ー
先
生
、こ
れ
か
ら
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

令
和
元
年
八
月
に
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
し
て
生

坂
中
学
校
に
着
任
さ
れ
た
カ
イ
ザ
ー
・
ブ

リ
ギ
ッ
タ
先
生
が
七
月
に
退
任
し
、米
国

へ
帰
国
さ
れ
ま
し
た
。

小
中
学
校
で
英
語
の
授
業
だ
け
で
な

く
、学
校
行
事
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、

児
童
生
徒
と
交
流
を
深
め
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

ブリギッタ先生ブリギッタ先生
　　　　ありがとう、お元気で！　　　　ありがとう、お元気で！
ニッキー先生ようこそ生坂村へ！ニッキー先生ようこそ生坂村へ！

尾形 百
も ね か

峰花 ちゃん（2歳）
大日向／清さん・亜希子さん

こんげつの

いい顔

初プールへ。水遊び楽しいな♪

わが家の推しメン募集中！
「わが家の推しメン」にペットの写真を掲載しませんか。

●ペットの名前、年齢、品種　●飼い主の氏名、地区

●写真（メールでご提供ください）●コメント（10文字程度）

　【宛先】役場村づくり推進室

メール：kaikeikanri@vill.ikusaka.nagano.jp

我が家の
　　番犬…

わが家の推しメン

おつき（４ヶ月・雑種）
（下生坂 /佐久間拓郎さん）

千里の道も一歩から千里の道も一歩から
～ゼロカーボンのすすめ～～ゼロカーボンのすすめ～

役場庁舎では、朝顔のグリーンカーテンを育てています。
日差しをさえぎるほか、風に揺れる紫色やピンク色の花が
涼やかです。

グリーンカーテン成長中！


